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一
、
関
東
伝
道
研
究
の
重
要
性

人
の
一
生
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
救
い
の
教
え
を
会
得
し
て
、
そ
れ
を
密
か
に
守
っ
て
一
生
を
終
え
る
人
も
い
れ
ば
、
そ

の
教
え
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
一
生
を
過
ご
す
人
も
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
生
き
た
親
鸞
は
後
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

親
鸞
の
生
き
る
姿
勢
は
、『
正
像
末
浄
土
和
讃
』
の
前
に
置
か
れ
た
「
夢
告
讃
」
に
、「
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
」
と
あ
り
、『
歎
異
抄
』

第
二
章
に
、「
た
と
ひ
法
然
聖
人
に
す
か
さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
念
仏
し
て
、
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
、
更
に
後
悔
す
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
」

と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
正
像
末
浄
土
和
讃
』「
正
像
末
法
和
讃
」
の
最
後
に
、「
如
来
大
悲
の
恩
徳
は　

身
を
粉
に
し
て
も
報
ず
べ
し

師
主
知
識
の
恩
徳
も　

ほ
ね
を
く
だ
き
て
も
謝
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
で
明
確
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
へ
の
信
心
・
報
謝
と
と
も
に
、

師
匠
へ
の
信
頼
・
報
謝
が
そ
の
姿
勢
で
あ
る
。

親
鸞
の
一
生
は
、
住
ん
で
い
た
所
に
よ
っ
て
四
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
誕
生
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
京
都
・
比
叡

山
時
代
、
三
十
五
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
の
越
後
時
代
、
四
十
二
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
関
東
時
代
、
六
十
歳
か
ら
九
十
歳
ま
で
の
再

び
の
京
都
時
代
で
あ
る
。

最
初
の
京
都
・
比
叡
山
時
代
は
、
法
然
と
い
う
生
涯
の
師
匠
に
出
会
い
、
専
修
念
仏
の
教
義
を
知
り
、
そ
の
学
び
を
深
め
た
時
期
で

あ
り
、
ま
た
妻
恵
信
尼
を
得
た
時
期
で
も
あ
る
。
越
後
時
代
は
師
匠
・
先
輩
か
ら
離
れ
た
孤
独
の
学
び
を
深
め
つ
つ
、
武
士
・
農
民
・
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山
村
民
・
漁
民
等
の
生
産
生
活
を
知
っ
て
伝
道
方
法
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
時
期
。
関
東
時
代
は
伝
道
の
実
践
を
広
く
推
し
進
め
、
そ
の

成
果
を
あ
げ
た
時
期
。
最
後
の
再
び
の
京
都
時
代
は
、
教
義
を
確
認
し
つ
つ
伝
道
も
進
め
た
時
期
。
以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
関
東
は

親
鸞
の
伝
道
の
工
夫
・
成
果
面
で
非
常
に
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（

1
（

。

二
、
現
代
社
会
の
課
題
を
背
景
に
し
た
研
究
の
重
要
性

第
二
次
大
戦
後
の
歴
史
学
界
を
主
導
し
た
の
は
唯
物
史
観
で
あ
っ
た
。
人
類
の
歴
史
は
原
始
共
同
制
社
会
・
古
代
奴
隷
制
社
会
・
中

世
農
奴
制
社
会
・
近
代
資
本
制
社
会
と
移
り
、
最
後
は
共
産
制
社
会
に
な
る
、
そ
れ
が
歴
史
の
法
則
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

近
代
社
会
で
は
人
々
は
資
本
家
と
労
働
者
・
農
民
す
な
わ
ち
民
衆
に
分
け
ら
れ
、
民
衆
は
権
力
者
で
あ
る
資
本
家
と
戦
っ
て
そ
の
搾
取

か
ら
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
貧
し
い
日
本
社
会
の
中
で
、多
く
の
人
た
ち
が
自
分
を
民
衆
と
し
て
規
定
し
、

権
力
者
と
戦
っ
て
本
来
得
る
べ
き
収
入
を
奪
い
返
そ
う
と
い
う
呼
び
か
け
に
共
鳴
し
て
い
た
。

親
鸞
の
七
百
回
忌
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
後
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
親
鸞
伝

と
浄
土
真
宗
史
の
研
究
も
教
団
内
外
の
研
究
者
が
全
力
を
挙
げ
て
進
め
た
が（

2
（

、
そ
の
多
く
は
前
述
の
風
潮
の
影
響
下
に
な
さ
れ
て
い

た
。
権
力
者
と
戦
う
親
鸞
。
関
東
の
荒
野
を
さ
ま
よ
い
つ
つ
民
衆
を
導
く
親
鸞
。
親
鸞
も
貧
し
か
っ
た
、
権
力
者
と
戦
っ
た
、
そ
の
中

で
人
々
に
救
い
の
念
仏
を
説
い
た
。
私
た
ち
も
が
ん
ば
ろ
う
、
と
そ
の
時
期
に
は
思
え
た
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
時
期
の
、
そ
の
風
潮

を
否
定
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
社
会
の
状
況
と
課
題
は
少
し
ず
つ
変
化
す
る
。
七
百
回
忌
か
ら
数
十
年
過
ぎ
、
七
百
五
十
回
忌
も
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）、
現
在
で
は
も
う
そ
の
先
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
親
鸞
の
伝
記
も
見
直
す
べ
き
い
く
つ
も
の
事
柄
が
あ
る
。
例
え
ば
親
鸞
は

権
力
者
と
戦
う
人
物
と
い
う
根
拠
は
『
教
行
信
証
』
の
「
主
上
臣
下
、
法
に
背
き
義
に
違
し
、
忿
り
を
な
し
怨
を
結
ぶ
」
と
い
う
文
で
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あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
後
鳥
羽
上
皇
が
刑
法
に
拠
ら
ず
に
法
然
以
下
を
処
断
し
た
こ
と
に
抗
議
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
有
力
な
見
解

が
出
た（

3
（

。
執
筆
の
時
期
も
上
皇
が
権
力
を
失
い
、
隠
岐
に
流
さ
れ
て
か
ら
三
年
後
で
あ
る
。

親
鸞
は
野
の
聖
と
い
う
見
方
も
改
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
親
鸞
は
関
東
に
お
い
て
宇
都
宮
頼
綱
と
い
う
大
豪
族
、
お
よ
び
妻
恵
信

尼
以
下
の
家
族
に
守
ら
れ
て
伝
道
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
綱
は
執
権
北
条
時
政
の
娘
と
結
婚
し
た
鎌
倉
幕
府
の
有
力
者
で
あ

る
。
ま
た
法
然
の
門
弟
で
実
信
房
蓮
生
と
称
し
た
、
親
鸞
の
弟
弟
子
で
も
あ
る
。
法
然
没
後
は
西
山
の
証
空
に
教
え
を
受
け
続
け
た
。

そ
し
て
鎌
倉
時
代
は
他
人
の
領
地
に
夫
婦
と
子
ど
も
た
ち
が
無
断
で
住
み
着
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
は
な
い
。
親
鸞
一
家
は
頼
綱
の

招
き
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
稲
田
に
住
ん
だ
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る（

4
（

。

さ
ら
に
、
親
鸞
の
稲
田
草
庵
は
稲
田
神
社
の
境
内
と
推
定
さ
れ
る
地
域
に
あ
る
。
そ
こ
に
長
期
間
住
ん
だ
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
神
祇

不
拝
に
つ
い
て
再
検
討
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。『
親
鸞
伝
絵
（
御
伝
鈔
）』
に
は
親
鸞
が
箱
根
権
現
を
訪
問
、
と
載
せ
て
い
る
し（

5
（

、
鹿
島

神
宮
参
詣
も
よ
く
説
か
れ
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
親
鸞
の
門
弟
は
武
士
か
農
民
か
と
い
う
論
争
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
農
民
と
い
う
見
解
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
れ
も
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
後
に
二
十
四
輩
第
一
と
さ
れ
た
性
信
は
鹿
島
神
宮
の
神
主
一
族
の
出
身
、
第
二
の
真
仏
は
大

内
氏
の
出
身
、
第
三
の
順
信
は
鹿
島
神
宮
の
神
主
出
身
、
第
四
の
乗
然
は
そ
の
弟
、
第
五
の
信
楽
は
相
馬
義
清
と
い
う
武
士
と
い
う
。

当
時
の
神
主
は
武
士
で
あ
る
。
以
上
を
見
た
だ
け
で
も
、
親
鸞
の
門
弟
、
少
な
く
と
も
有
力
門
弟
は
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

農
民
で
は
な
い
。
か
つ
て
武
士
の
罪
業
感
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が（

6
（

、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
親
鸞
の
関
東

で
の
伝
道
対
象
は
明
確
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
、
関
東
は
荒
野
で
は
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
の
『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
常
陸
国
は
大
国
で
あ
っ
た
。『
延
喜
式
』
で
は
全

国
六
十
数
ヶ
国
を
、
収
入
の
多
い
順
に
大
国
・
上
国
・
中
国
・
下
国
に
四
分
類
し
て
い
た
。
そ
の
大
国
で
あ
る
か
ら
、
常
陸
国
は
農
産

物
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
こ
ろ
の
日
本
列
島
は
そ
れ
以
前
よ
り
一
・
五
度
か
ら
三
度
程
度
気
温
が
高
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た

め
東
日
本
の
農
業
生
産
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た（

7
（

。
西
日
本
で
は
そ
れ
が
日
照
り
・
干
ば
つ
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
飢
饉
が
頻
発
し
（
8
（

、

軍
事
力
の
低
下
を
招
い
た
。
西
日
本
が
基
盤
の
平
家
が
東
日
本
の
源
頼
朝
に
敗
れ
た
の
は
こ
れ
が
原
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
解
も
あ
る（

9
（

。

常
陸
国
は
豊
か
だ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
常
陸
国
に
住
む
人
々
は
特
別
に
無
知
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
関
東
の
鎌
倉
に
は
幕
府

が
あ
り
、
都
市
鎌
倉
は
武
士
の
希
望
の
都
で
あ
っ
た
。
な
お
か
つ
、
親
鸞
が
関
東
へ
入
っ
て
か
ら
七
年
後
の
承
久
元
年
（
一
二
二
一
）

の
承
久
の
乱
に
お
い
て
、
幕
府
軍
は
朝
廷
軍
を
打
ち
破
り
、
朝
廷
と
幕
府
の
力
関
係
を
逆
転
さ
せ
、
幕
府
は
日
本
支
配
の
主
導
権
を
獲

得
し
た
。
数
年
後
、
親
鸞
は
第
三
代
執
権
北
条
泰
時
に
大
事
業
の
一
切
経
校
合
を
委
任
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

三
、
今
後
に
向
け
て
の
研
究
課
題

さ
て
こ
れ
か
ら
の
親
鸞
伝
と
浄
土
真
宗
の
研
究
に
お
い
て
は
、
史
料
の
綿
密
な
検
討
に
よ
っ
て
揺
る
ぎ
な
い
史
実
の
確
定
に
努
力
し

つ
つ
、
現
代
の
社
会
的
課
題
の
観
点
か
ら
研
究
視
点
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
す
べ
て
の
学
問
は
現
在
と
今
後
の
社
会
の
充
実

と
発
展
の
た
め
に
あ
る
。
親
鸞
と
浄
土
真
宗
の
研
究
も
然
り
で
あ
る
。
現
代
の
日
本
で
は
心
の
問
題
や
差
別
を
含
め
た
人
間
関
係
の
改

善
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
世
界
か
ら
戦
争
を
な
く
し
平
和
な
社
会
を
築
く
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
親
鸞
の
説
く
信
心
と
報
謝
の
思
想
は
非
常
に
重
要
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
お
互
い
に
信
頼
す
る
心
と
感
謝
す
る
心
で
あ

る
。親

鸞
は
関
東
で
い
か
に
伝
道
し
た
か
。
呪
術
な
ど
に
も
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か（

（（
（

。
一
般
の
人
が
恐
れ
た
鬼
な
ど
に
も
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
か（

（1
（

。
人
は
理
屈
で
は
な
か
な
か
動
か
な
い
。
親
鸞
は
家
族
と
よ
い
家
庭
生
活
を
築
き
、
そ
れ
に
接
し
た
関
東
の
人
々
が
親
鸞
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に
近
づ
き
、
そ
の
生
活
が
信
心
と
報
謝
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
教
え
を
受
け
入
れ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

ま
た
第
二
次
大
戦
後
の
社
会
的
課
題
が
完
全
に
解
決
さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
代
は
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の

戦
い
の
社
会
で
は
な
い
。
権
力
者
の
弾
圧
に
対
す
る
戦
い
が
特
筆
さ
れ
る
時
代
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
平
和
を
求
め
る
時
代
で
は
な
い

か
。「
弾
圧
」「
戦
い
」
を
強
調
す
る
研
究
視
点
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
る
教
え
を
説
い
た
親
鸞
の
姿
が
究
明
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
現
状
認
識
に
立
ち
、
以
下
に
今
後
の
研
究
課
題
を
述
べ
た
い
。
第
一
に
、
関
東
は
ど
の
よ
う
な
風
土
で
あ
り
、
い
か
な
る
生

活
と
信
仰
が
あ
っ
た
か
を
先
入
観
な
し
に
検
討
し
た
い
。
親
鸞
の
活
動
の
解
明
に
役
立
つ
諸
県
市
町
村
史
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る（

（1
（

。

そ
の
検
討
を
基
礎
に
新
た
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る（

（1
（

。
親
鸞
伝
承
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
義
を
把
握
し
て
い
き
た
い（

（1
（

。

第
二
に
、
関
東
の
人
々
は
い
か
な
る
生
活
意
識
と
信
仰
を
持
っ
て
い
た
か
。
特
に
武
士
の
日
常
に
あ
る
殺
人
へ
の
罪
悪
感
か
ら
堕
地

獄
の
恐
れ
な
ど
に
、
あ
ら
た
め
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
悪
人
正
機
説
な
ど
、
生
活
の
実
感
を
背
景
に
し
て
研
究
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

第
三
に
、
親
鸞
は
ど
の
よ
う
な
態
度
で
伝
道
し
た
か
。
そ
れ
に
関
し
『
歎
異
抄
』
第
二
章
の
「
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
愚
身
の
信
心
に
お

き
て
は
か
く
の
ご
と
し
。
こ
の
う
へ
は
、
念
仏
を
と
り
て
信
じ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
も
、
ま
た
す
て
ん
と
も
、
面
々
の
御
は
か
ら
ひ
な
り
」

と
い
う
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
教
義
を
説
明
し
て
も
、
そ
れ
を
受
け
る
受
け
な
い
は
相
手
に
任
せ
た
。
親
鸞
の
人
格
の
解
明
も
さ
ら
に

重
要
で
あ
る
。

第
四
に
、
伝
道
の
た
め
に
は
、
家
庭
生
活
が
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
親
鸞
が
説
く
教
え

だ
か
ら
こ
そ
、
説
得
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恵
信
尼
の
生
活
と
信
仰
の
検
討
も
重
要
で
あ
る
。
当
時
は
夫
唱
婦
随
の
社
会
で
は
な

く
、
教
団
の
指
導
が
あ
る
状
況
下
に
も
な
い
。「
親
鸞
の
妻
恵
信
尼
の
信
仰
は
夫
と
同
一
で
あ
っ
た
は
ず
」
と
最
初
か
ら
決
め
つ
け
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。
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第
五
に
、
関
東
の
門
弟
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
親
鸞
の
教
え
を
受
け
止
め
、
育
み
、
伝
え
て
い
っ
た
か（

（1
（

。
た
と
え
ば
、
二
十
四
輩
第
一

の
性
信
が
率
い
た
横
曽
根
門
徒
に
は
、
思
想
的
に
も
世
俗
的
に
も
真
言
宗
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
。
同
じ
く
第
二
の
真
仏
の
高
田
門
徒

に
は
明
星
天
子
（
虚
空
蔵
菩
薩
）
の
信
仰
と
善
光
寺
信
仰
の
影
響
が
強
い
。
第
三
の
順
信
の
鹿
島
門
徒
に
は
鹿
島
信
仰
が
無
視
で
き
な

い
。ま

た
親
鸞
が
八
十
代
の
こ
ろ
、息
子
善
鸞
を
関
東
に
派
遣
し
た
。
そ
の
目
的
は
関
東
で
念
仏
の
問
題
が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
、

研
究
者
の
意
見
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
善
鸞
は
怪
し
げ
な
教
え
を
説
き
父
に
背
い
た
と
し
て
糾
弾
さ
れ
て
き
た
。
で
は
関
東

で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
検
討
は
な
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
善
鸞
一
人
を
悪
者
に
し
て
検
討
を
終
わ
ら
せ
て
し

ま
っ
て
い
る
状
況
を
、
私
た
ち
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

四
、
展　
　

望

関
東
は
親
鸞
が
本
格
的
に
、
そ
し
て
十
八
年
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
っ
て
伝
道
し
て
成
果
を
あ
げ
、
さ
ら
に
は
『
教
行
信
証
』
を
執

筆
し
た
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
関
東
に
根
ざ
し
た
研
究
を
行
な
い
、
関
東
か
ら
発
信
し
て
い
く
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
親
鸞
伝
と
浄
土
真

宗
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
研
究
は
先
入
観
念
な
し
に
、
思
い
込
み
な
し
に
進
め
て
い
け
ば
、
大
き
な
成
果
が
上
が
る
で
あ

ろ
う（

（1
（

。　

【
註
】

（
1
） 

拙
著
『
親
鸞
と
東
国
門
徒
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）・『
親
鸞
と
東
国
』（
同
、
二
〇
一
三
年
）・『
関
東
の
親
鸞
シ
リ
ー
ズ
』
１
〜
15
（
真
宗
文

化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
六
年
）
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（
2
） 

笠
原
一
男
『
親
鸞
と
東
国
農
民
』（
山
川
出
版
社
、一
九
五
七
年
）、赤
松
俊
秀
『
親
鸞
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
一
年
）、宮
崎
円
遵
『
初
期
真
宗
の
研
究
』

（
同
朋
舎
、
一
九
七
一
年
）
な
ど
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、
平
松
令
三
『
親
鸞
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）

（
3
） 
上
横
手
雅
敬
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』「
建
永
の
法
難
に
つ
い
て
」（
思
文
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

（
4
） 

拙
著
『
四
十
二
歳
の
親
鸞
・
続
─
関
東
の
住
所
─
』（
真
宗
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）

（
5
） 

拙
著
『
親
鸞
聖
人
と
箱
根
権
現
』（
自
照
社
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

（
6
） 

家
永
三
郎
「
親
鸞
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想
史
的
考
察
」『
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
四
七
年
）

（
7
） 

山
本
武
夫
『
気
候
の
語
る
日
本
の
歴
史
』（
そ
し
え
て
、
一
九
七
六
年
）

（
8
） 

松
井
健
編
『
日
本
の
自
然　

２　

カ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ　

日
本
の
風
土
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）

（
9
） 

田
家
康
『
気
候
で
読
み
解
く
日
本
の
歴
史
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

（
10
） 

拙
著
『
五
十
六
歳
の
親
鸞
・
続
々
─
一
切
経
校
合
─
』（
真
宗
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
）

（
11
） 

小
山
聡
子
『
親
鸞
の
信
仰
と
呪
術
─
病
気
治
療
と
臨
終
行
儀
─
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）

（
12
） 

南
条
了
瑛
「
親
鸞
の
伝
道
─
鬼
の
恐
怖
に
対
し
て
─
」『
東
国
真
宗
』
第
二
号
（
東
国
真
宗
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）

（
13
） 『
栃
木
県
史
』
通
史
編
３　

中
世
（
栃
木
県
、
一
九
八
四
年
）、『
茨
城
県
史
』
中
世
編
（
茨
城
県
、
一
九
八
六
年
）、『
板
倉
町
史
』
通
史　

上
巻
（
板
倉
町
、

一
九
八
六
年
）、『
笠
間
市
史
』
上
巻
（
笠
間
市
、一
九
九
三
年
）、『
小
田
原
町
史
』
通
史
編　

原
始 

古
代 

中
世
（
小
田
原
市
、一
九
九
八
年
）、『
二
宮
町
史
』

通
史
編
１　

古
代
中
世
（
二
宮
町
、二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、近
年
で
は
拙
著
『
茨
城
と
親
鸞
』（
茨
城
新
聞
社
、二
〇
〇
八
年
）、同
『
親

鸞
の
風
景
』（
監
修
。
茨
城
新
聞
社
、二
〇
〇
九
年
）、同
『
下
野
と
親
鸞
』（
自
照
社
出
版
、二
〇
一
二
年
）、同
『
親
鸞
聖
人　

関
東
ご
旧
跡
ガ
イ
ド
』（
監
修
。

編
集
は
「
親
鸞
聖
人
ご
旧
跡
ガ
イ
ド
編
集
委
員
会
」、二
〇
一
一
年
）、『
特
別
展　

親
鸞
─
茨
城
滞
在
20
年
の
軌
跡
─
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
、二
〇
一
一
年
）

（
14
） 

橋
本
順
正
「
親
鸞
一
家
と
佐
貫
の
研
究
：
板
倉
町
に
つ
い
て
」『
親
鸞
の
水
脈
』
特
別
号
（
真
宗
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）

（
15
） 

拙
著
『
親
鸞
の
伝
承
と
史
実
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）

（
16
） 

板
敷
真
純
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
往
生
の
理
解
─
東
国
門
徒
を
中
心
に
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
三
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）、

植
野
英
夫
「
初
期
真
宗
門
徒
に
お
け
る
師
と
弟
子
─
門
徒
形
成
の
契
機
と
し
て
─
」（『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
今
井
雅
晴
博
士
古
希
記
念
論
文
集
編

集
委
員
会
編
、思
文
閣
出
版
、二
〇
一
二
年
）、飛
田
英
世
「
真
宗
三
尊
考
」「
初
期
真
宗
門
徒
に
お
け
る
師
と
弟
子
─
門
徒
形
成
の
契
機
と
し
て
─
」（
同
前
）

（
17
） 

な
お
関
東
時
代
も
含
め
た
親
鸞
の
一
生
に
つ
い
て
、拙
稿
「
浄
土
真
宗
史
研
究
の
方
向
性
」『
親
鸞
の
水
脈
』
特
別
号
（
真
宗
文
化
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
七
年
）

で
述
べ
た
。


